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論文内容要旨
 私は肝疾患を初め,各種疾患について,肝酵素濡性を測定し,併のせて血清酵素活性の測定を
 行:ない,またこれと肝組織{象,一般肝機能検査成績,血清蛋白分層との貢寸比を試みて,肝の病態
 把握に資するとともに・肝酵素かよび血清酵素の変動機序について若干の考察を行ない'次の結
 .論を得た。涯.Alkε“i豆ephosp五aも該6e(以下ALPと略記する)につレ、て。肝ALPは
 閉塞性黄痕',転移性肝癌,肝硬変症・胆石症などで活性値上昇傾向を認め・同時に磁溝ALPの
 上昇を認めた。しかるに漫,断炎では明らかな肝A』Pの上昇に拘からず血清A』Pの上昇を認
 めなかった。また肝ALPは肝組織像との聞で,グ鞘肥厚,小葉内線維化5胆管増生とそれぞれ
 正絹関し,また血清肝機能検査成績では・黄疸指数・コレステ買一ルェステル比と逆相関を示し
 た。2,Acidp捻OSp互a.微8e(以下AGPと略記する)について。鍛清Acpの変動には疾患
 特累轍は認められなかったが,肝AGPは閉塞性黄麿と消化罷癌で活性値上昇を認めた。喪た肝
 組織像との聞で,星細胞活動化と,肝機能検資成績では,壷溝総ビリルビンかよび直接ビリルビ
 ンと,いづれも正相関を認めた05,Tra旦S繊mma,8e(G1皿もa狙icOX翫エ&ceもio㌻r-
 ansδ型通α8eはGOTと,α1u宅a孤i6p"殻vicもr農nsα韓i葺&seは段PTと,そ
 れぞれ略記する)につレ・て。肝αOTは肝硬変症,慢性肝炎,α滅bert病,脂肪肝で,肝
 Gpτは肝硬変症・慢性肝炎,閉塞性黄痩・脂肪肝で・それぞれ活性値低下傾陶を認めたQ肝
 丁アaB8a憩ina8eと鷹締豫との相関は,好景碍胞難と(}P碧、,グ鞘細胞浸潤と(}OT,&P?,グ鞘
 肥厚とG王}T,小葉内灘化と(}PT,無量管増生とGOT,小葉改築とα⑫Tとの聞でそれぞれ逆
 相関がみ・られ,ま潮干Tra且sa狙inaseと血清肝機書旨杉澄成績とでは,贋二(}pqoと昇汞反応か
 よびコレステロールエステル比との聞に正相関がみられφ面滴¢ぐグロブリンとの間には肝{}oT,
 肝αPTいづれも逆相関を示した。なか血清丁獄皿ε鱒鋭敏seは,慢性肝炎,肝硬変症づ閉塞
 性黄獲・転移姓肝癌などで上昇傾向を認めた。しかるに慢性肝炎の場合には・肝Transa蝉一
 血a8eはGOT,GP硬いづれも,血清Tr&n8a狙inaseとの闘に正相関がみられたので》さ
 らに検封を試みた。すなわち・慢性肝炎を発黄後の経過によつで}工群(5ケ月蕨で)・X群
 (6ケ月ま・で)聾班群(それ以上)に分け妻また別に・,活動性群・,非活動性群に分けて吟味1し
 た。その結果,1舞は叢群,搬群よりも,活動性群は葬活動性群よ塾も書それぞれ,血清値上昇
 は高度ぞあり,騰イ藪下が醸であった。また各群ともに,,肝{直{氏下軽度なものは筆肝{直{氏下理月
 らかなものよりも血清値平均が高く.,逆に血清値上昇著麗なものは・,血清値上昇軽度なものよ砂
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 も肝看直平均力:高力、つた。(}0宏の場合とくにこの傾両方;明らカ・であった04Gトluoose-6-ph-
 GSμエε瑞&8e(以下G・6Pと略記する),Aldoia.se(以下ALDと略…記する)かよびAr-
 giロ縦se(以下Aτ9と略記する)について。肝G6Pは慢性肝炎,肝硬変症夕闇塞性黄痩,消
 化羅癌で・肝ALDは転雛贋癌・閉塞性黄疸・消化器癌・慢性肝炎で・肝Argは慢性肝炎'
 解硬変症,転移性肝癌甫.堅石症,閉塞性黄疸,消化羅癌で,それぞれ活性値低下傾殉を示した。
 また血清α6Pは肝硬変症,転移・臨肝癌,Ba助i病で,撫溝ALDは慢性肝炎,胆石症,閉塞
 性黄痩,消化暴癌で,血糖Ar琶は慢性肝炎,肝硬変症,閉塞性黄痩で,それぞれ活性値上昇傾
 陶を認めた。な夢肝組織像あるいは肝機能検査成績との間では,肝ALDが肝細胞変性かよびμ
 一グ資ブリソと,肝Argが胆管増生と,そ'れぞれ逆相関を認めた。5以上のことから,肝かよ
 ぴ血清酵素変動の「般的な通則として・酵素の肝より血中への脱出機序と・酵素の肝内産生機序
 が基本的であり,また膿汁へ排液される酵素では,さらに胆略撫牡機序が基本的な影響を寿よぼ
 すものと考えられる。すな彩ち,例えばA』P瑚量汁へ排潅される酵素であるから,胆跳閉塞に
 よって}肝かよび血清髄上昇を示すが,肝炎では,府内産生の亢進が趨るに拘わらず血中への脱
 出機序の亢進によるよクも,胆略への正常な排泄が行なわれるので,肝値上昇にも拘わらず血清
 値は明らかな上昇を示さなレ・。また聖職狙ss掘i血seでは,脱出機序と肝内産生機序の両者
 の,亢進の優劣によって享障害時の肝かよび血清値が主として決まる。すなわち,慢性肝炎の葬
 活励型のような軽度の血清値上昇は主として脱掛機序の亢進によるもので,瞬らかな肝値低下をみ
 るが章活動型のような著明な愈清値上昇は}脱掛機痒がさらに亢進するためではなくて》酵素の
 肝内産生亢進が主な要図として掬わって来るため,肝値低'下が軽度化,或硲はかえって正常値以
 上の増加を示すことになり,同時に血中への放出量が増加するものと考えられる。このさい,
 &PTでは主として前者が,σOTでは主として後者の機序の亢進がよう容易であるものと思われ
 る淡†このことで鼻急性肝炎と異なレ`慢性肝炎や,肝硬変症などでナα01『がGPTよりも血
 清値の上昇をみると仇う一般に知られた事実を説閉することが可能である06・騨疾患にかける肝
 酵素産生亢進の契機としては,斉酵素の関与する肝内代謝過程の異常が主な要国の一つと潔えら
 れるo
 審査結果の要旨
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 本論文κむいて著者は肝疾患を初め・各種疾患について・肝酵素活性を測定し.傷わせて血清
 酵素活性の測定を行ない,またこれと肝組織蟻,一般肝機能検査成績,血清蛋白分屑との対比を
 試みて,肝の病態把握に資するとともに肝酵素お・よび血清酵素の変動機序について若干の考察を
 行ない,次の結論を縛ている。
 肝かよび戯龍舞1変動の一般的な通則として.,酵素の肝よ勺組中への続出機序と,酵素の肝内
 産生機序が基本的であり,また胆汁へ排液される酵素では,さらに胆略排瀧機序が基本的な影響
 を寿よぼすものと考えられる。すなわち,例えばALPは胆汁へ排出される酵素であるから,胆
 略閉塞によって,肝齢よび猛清値上昇を示すが,肝炎では,肝内産生の亢進が起るに拘わらず腹
 中への脱串機序の亢進によるよぢも,脱路への正常な排泄が行なわれるので,肝値上昇にも拘わ
 らず旗清値は明らかな上昇を示さない。またTran8a飢加a8eでは,脱繊機序と肝内産生機
 序の両者の,亢進の優劣によって,障害時の肝齢よび血清値が主とじて決まる。すなわち,慢性
 肝炎の雰活i劾型のような軽度の嘩溝値上昇は主とじて脱出機序の亢進によるもので・明らかな肝:
 値低下をみるが,活動型のよう婦明姓澗直上昇は,脱出機序がさ旅プ絶するためで瞬く
 て,酵素の肝内産生亢進が主な要因とじて加わって来るため,肝値藪下が軽度化,或いはかえっ
 て正常縫以上の増加を示すことになり,嗣時κ血中への放出量が増加するものと考えられる。こ
 のさいGPTでは主として前者が,αOTでは主とじて後者の機序の亢進がよ匂容易であるもの
 と趣われるが・このことで・急性肝炎と異なり・優性肝炎や・肝硬変症などで'GO密が魯PT
 よ9も血清値の上昇をみるという一般に知られた事実を説明することが可能である。すなわち,
 肝疾患にむける肝酵素産生亢進の契機とレては各酵素の関与'する肝内代謝過程の異常が主な要霞
 の一つと考えられる。
 したがって本論交は学位を授与するに値するものと認める。
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